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オオJ¥'7 コウよ 'J も少ないのが特徴です。志にオオ）¥]ナョウ
に比べ欺も少fふく、オオ） ¥7- ケョウの召託こさじって、わ-, (ぎぷす。






陣はコ）¥ 7ナョウて-. 11 目
2 日に 6哨が組笈市の庄ll I 
で祠包佐めでい合ましに。
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的に来て越冬する茫しして（す畠山市山本の田尻茫が知られてい呑
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ョウにさじ喜灰色応笠のI ,, t4 悶
“ ハ7今ョウも見られます。水， 19 75 
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す。一冬包田見咆て過し巨オ 1111-0 コI¥ 
l呼 5年．
オ）＼ワナョウにちは、 3 目に：＇ “ 
[98t 
は北の空へ恨び立っていぎさ． “ 
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